
去
る
十
八
日(

金)

午
後
三

ー
と
喜
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。
で
も
自
分
た
ち

時
十
五
分
よ
り
、
体
育
館
に

受
験
生
か
ら
見
れ
ば
、エ
ッ
明
日
か
ら
夏
休
み
、

て
神
原H

ig
h

祭
が
行
わ
れ
ま

受
験
勉
強
や
ば
く
な
い
？
と
い
う
感
じ
で
す
。

し
た
。保
護
者
等
の
参
加
は
、
部
活
が
あ
っ
た
り
、
家
に
い
た
り
、
自
分
に
あ

例
年
よ
り
も
少
な
目
で
四
十

っ
た
ス
タ
イ
ル
で
休
み
を
過
ご
す
の
も
い
い
と

名
ぐ
ら
い
で
し
た
。

思
い
ま
す
。
宿
題
は
計
画
的
に
終
わ
ら
し
ま
し

最
初
に
、
音
楽
と
と
も
に

ょ
う
。
こ
の
六
校
時
、
「
神
原H

i
g
h

祭
」
を
盛

「
白
丸
」
は
、
ソ
ロ
で
ダ
ン
ス
。
持
ち
時
間

全
部
の
演
技
終
了
後
は
、

緞
帳
が
上
が
り
、
司
会
の
三

り
上
げ
て
、
い
い
夏
休
み
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

い
っ
ぱ
い
を
精
力
的
に
動
き
回
る
。
パ
ワ
フ
ル

審
査
タ
イ
ム
に
入
り
、
ス
ラ

名
が
登
場
。
そ
の
後
、
生
徒

ま
し
ょ
う
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
を
感
じ
さ
せ
る
ダ
ン
ス
で
し
た
。

イ
ド
シ
ョ
ー
に
よ
り
、
一
学

会
事
務
局
が
編
集
し
た
動
画

そ
の
後
、
各
チ
ー
ム
の
個
性
溢
れ
る
ダ
ン
ス

「
美
汝

B
u
s

」
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に

期
前
半
を
振
り
返
っ
た
。

を
流
し
、
「
神
原
中
と
い
っ

等
へ
と
続
き
ま
し
た
。

合
わ
せ
た
「
な
め
ら
か
な
動
き
が
印
象
的
」
。

各
出
場
者
へ
の
表
彰
状
も

た
ら
？
」
…
「
神
原H

i
g
h

祭
」

「
舞
祭
組
」
は
、
ハ
チ
マ

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
な
が
ら
、
構
成
的
に
も

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
く
、

と
い
う
や
り
取
り
で
、
生
徒

キ
姿
で
登
場
し
た
三
年
女
子

工
夫
さ
れ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ダ
ン
ス
。

「
な
か
よ
し
で
賞
」「
は
じ
け

・
職
員
の
心
が
「H

i
g
h

祭
」

八
名
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
、

「
Ｋ
Ｙ
」
は
、
ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
に
よ
る
お

て
た
で
賞
」「
笑
い
が
止
ま
ら

を
通
し
て
一
つ
に
な
る
。

舞
台
い
っ
ぱ
い
を
使
っ
た
ダ

笑
い
ラ
イ
ブ
。
レ
ポ
ー
タ
ー
が
寿
司
屋
で
イ
ン

な
か
っ
た
で
賞
」「
得
意
で
賞
」

さ
ら
に
、
生
徒
会
長
あ
い

ン
ス
を
披
露
。

タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
い
う
設
定
で
展
開
。

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、

さ
つ
で
は
、
「
み
な
さ
ん
、

「
り
ゅ
ー
き
ー
ズ
」
は
、

「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
は
、
サ
ン
グ
ラ
ス
一
名
、

Ｙ
ａ
ｍ
ａ

Ｊ
（
や
ま
じ
ぇ
い
）
が
受
賞
。

こ
ん
に
ち
は
。
今
日
で
一
学

一
号
線
が
連
呼
さ
れ
る
な
か
、

お
面
二
名
の
五
名
グ
ル
ー
プ
。
軽
快
に
舞
台
を

受
賞
後
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、「
緊
張
し
た
け
ど

期
前
半
が
終
わ
り
ま
す
。
一

担
任
を
セ
ン
タ
ー
に
す
え
、

動
き
回
り
な
が
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ

楽
し
か
っ
た
」
、「
来
年
も
出
た
い
と
思
い
ま
す
」
、

･
二
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
明

学
級
全
員
に
よ
る
軽
快
な
ダ

た
ダ
ン
ス
を
披
露
。
時
に
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
ば

「
景
品
も
ら
っ
て
最
高
」、
何
処
の
言
葉
か
分
か

日
か
ら
夏
休
み
だ
！
ヤ
ッ
タ

ン
ス
を
披
露
。

り
の
演
技
も
炸
裂
。

ら
な
い
よ
う
な
「
○
▲
？
△×

◇
◆
？
」
等
も

「
ぎ
ま
ち
ゃ
ん
」
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
洗
練

あ
り
ま
し
た
。

さ
れ
た
動
き
が
印
象
的
。
二
人
の
息
を
合
わ
せ

校
長
先
生
の
講
評
で
、
今
日
の
「
神
原h

i
g
h

た
切
れ
の
あ
る
動
き
は
素
晴
ら
し
い
出
来
。

祭
」、
初
め
て
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

「
Ｙ
ａ
ｍ
ａ

Ｊ
」

当
に
素
晴
ら
し
く
、
感
動
し
ま
し
た
。
校
長
先

は
、
二
人
組
に
よ
る
ロ

生
の
時
代
は
、
ロ
ッ
ク
と
聞
く
と
不
良
と
呼
ば

ボ
ッ
ト
ダ
ン
ス
を
メ
イ

れ
る
ぐ
ら
い
の
時
代
で
し
た
。
今
日
の
皆
さ
ん

ン
と
し
た
ダ
ン
ス
。
日

の
演
技
を
見
て
、
時
が
変
わ
っ
て
本
当
に
良
い

常
の
生
活
面
で
は
決
し

世
の
中
に
な
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

て
出
て
こ
な
い
動
き
を

の
熱
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
感
じ
ま
し
た
。
神
原

中
心
と
し
た
ダ
ン
ス
は

中
学
校
の
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
を
感
じ
、
有
名
人

、
見
て
い
る
も
の
を
釘

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
プ

付
け
に
す
る
ぐ
ら
い
の

ロ
並
み
の
演
技
も
あ
り
、
観
衆
の
皆
さ
ん
の
応

内
容
で
し
た
。

援
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

平成26年
7月24日

神原中
不定期19号

神原High祭2014!!
～気分も一新 一学期前半の締めくくり～

一学期後半!!
－8月の行事予定等－

19日 一学期後半授業開始
全体朝会(集団指導等)
金6･火1･2･3

20日 月1･2･5･水4
21日 木1･2･3･4

校内研修(先生方)
部活動停止 ～28日

22日 金1･2･4･5
25日 期末テスト(音･技家)

テスト後 月3･4

※ 19～25日は、給食なし

26日 期末テスト(美･体)
28日 期末テスト(社･数･国)

テスト後 木4･5･6
29日 期末テスト(理･英)

テスト後 金3･4･5･6

一学期後半開始時は、給食な
しで午前４時間の授業になるこ
と、期末テストとの関係で時間
割が変更になるのが多くなって
います。
休み明けには、期末テストが

あります。一学期の評価・評定
に大きく影響する大切なテスト
ですので、休み中は計画的に家
庭学習等を行い悔いを残すこと
がないようにしてください。

校長講話より!!
－１学期前半終了の日－

この４ヶ月で皆さんは色ん
なことを経験し大きく成長し
たと思います。その中には仲
間との学校生活での楽しいこ
とや喜びがたくさんあったこ
とでしょう。でも苦しいこと
やつらいことを経験した生徒
もいるかもしれません。喜び
もつらさも全ては自らの心の
栄養になります。それらを良
い経験だったと思い、その中
から何かを学び取ることがで
きたら良し。それが皆さんを
成長させることにつながりま
す。苦しいことやつらさを乗
り越えられそうにない時は，
必ず家族やや先生方に相談し
てください。特にいじめや仲
間はずれというつらいことに
出会った時には、絶対一人で
悩まないで必ず先生方に相談
してください。優しい生徒が
多く、先生方への優しい声か
け等もあります。夏休みは普
段できないいろんな事に挑戦
して、家庭や地域で有意義な
夏休みを過ごしてください。
自分の苦手な教科や基礎を克
服する良い機会です。分から
ない時は、相談してください。

神
中
し
ー
ぶ
ん


